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2001 年の入所以来、塗布可
能な有機半導体デバイスや印
刷用金属ペーストおよびそれ
らの低温焼成技術の開発に従
事しています。フレキシブル
エレクトロニクス・プリンテッ
ドエレクトロニクスの技術を
実用可能なレベルにまで引き
上げ、世の中に広く普及させ
ることを目指しています。

UHF-RFIDアンテナを印刷形成
安価なRFIDタグの大量供給が可能に
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● 用語説明

＊トレーサビリティー：商
品の生産・流通・消費・廃
棄の過程で履歴情報が取得
可能な状態。

＊＊UHF-RFID：UHF帯（300 
MHz ～ 3 GHz）の電波を用
いることにより、リーダーと
タグの通信可能距離を数メー
トル距離にすることができる
RFID。

● プレス発表

2012 年 2 月 13 日「 フ
レキシブル基材上に UHF-
RFID アンテナを印刷形成」

●この研究開発の一部は、
NEDO の 産 業 技 術 研 究 助
成事業「フレキシブル実装
のための金属インク直描パ
ターン非熱的焼結技術の開
発」の支援を受けて実施し
ました。

RFIDタグ作製プロセスの課題
食品などの安全性に関する意識の向上から、

商品の産地情報、品質情報などのトレーサビリ
ティー＊が重要視されています。現在、トレー
サビリティーが要求されるシステムの一端を
担っているのは、無線により物体情報の認識・
管理を行うRFIDタグです。RFIDタグのアンテ
ナ作製プロセスを、現行の真空蒸着やエッチン
グから、より省資源・省エネルギーな印刷プロ
セスへ転換させることが図られていますが、印
刷プロセス用の導電性ペーストは高価な銀を主
とするため、材料コストを増加させます。

加圧焼成処理による印刷形成
私たちは、加圧焼成用のアルミニウムペース

トや銅ペーストをフレキシブル基材上に印刷形
成し、UHF-RFID＊＊アンテナを作製する技術
を開発しました。図1にUHF-RFIDアンテナパ
ターンを作製する手順を示します。最初に金属
ペーストのアンテナパターンをスクリーン印刷
し、乾燥炉などで乾燥させます。その後、金
属ペーストパターンの表面を、加圧ヘッドで圧
力を加えながら焼成（加圧焼成）して導電化しま
す。その際に、金属ペースト中の金属粒子が塑
性変形して粒子表面の金属酸化膜が破壊され、
金属粒子間に金属接合が形成されます。一般に、

アルミニウムや銅の粒子は表面が酸化されてお
り、粒子間で金属接合を形成することが困難で
すが、今回、加圧焼成用金属ペーストを用い、
加圧焼成処理することにより、この問題を克服
しました。

これまでのものと今回開発したアルミニウム
ペーストに加圧焼成処理を施すと、いずれもア
ルミニウム粒子が塑性変形を起こし、金属接合
が形成されます。しかし、今回開発したペース
トは、アルミニウムや銅粒子の粒度分布などを
設計・制御し、さらに特殊な分散剤を使用して
印刷塗膜中のアルミニウム粒子や銅粒子の充塡
率を上げています。これにより、印刷パターン
表面に均一に圧力をかけることができ、導電化
層が連続した部分の割合が高くなります。今回
開発した金属ペーストの加圧焼成処理後の抵抗
率は、これまでのものと比較して、アルミニウ
ムペーストで約7分の1、銅ペーストで約5分の1
と大幅に改善されました。

今後の予定
生産ライン向けの加圧焼成処理装置を開発

し、アルミニウムや銅の印刷UHF-RFIDタグの
実用化に取り組んでいきます。また、印刷技術
を用いたダイオードや発光素子、太陽電池の製
造などへの適用も検討していく予定です。

図１　印刷による UHF-RFID アンテナパターン作製プロセス

図 2　開発したアルミニウムペーストを用いてスクリーン印刷した UHF-RFID パターン
加圧焼成処理前のパターン（左）と加圧焼成処理後のパターン（右）。処理後は金属光沢
が見られる。


